


　創立 65 周年を迎えた平成 23 年度は、公益
法人制度改革に伴う新たな体制の基盤を固め
つつ、「地球倫理の推進」「日本創生」の目標
理念の下に、個人・法人会員組織ともに公益活
動を力強く展開しました。

　普及部門の生涯局では、「じっと見つめる」
をテーマに全国 145ヵ所で家庭倫理講演会を開
催し、純粋倫理の実践を広く提唱するとともに、
未普及県・市・区への拠点作りを推進。会員数
は 198,559 名に達しました。
　文化活動は「第６回しきなみ子供短歌コン
クール」に全国から 56,000 名を超える応募者
を得て、東京・虎ノ門にて表彰式を開催しまし
た。広く一般の人々を対象に書道・短歌の指導
にも力を注ぎ、国民芸術として公益性の高い文
化活動を展開しました。
　法人局では「企業に倫理を 職場に心を 家庭
に愛を」を合言葉に会員企業数 10万社達成に
向け、活力溢れる実践・普及活動を推進しまし
た。倫理経営講演会は全国 541ヵ所で開催。
年度末までに倫理法人会の拠点数は 748ヵ所、
会員企業数は 68,031社に達しました。
　研究部門では今年度より「研究センター」と
改称し、倫理文化学の構築を目指した純粋倫
理・倫理思想の研究および日本文化に関する研
究を推し進め、「公開研究発表会」などを通じ
て成果を広く発信しました。また創立 65 周年
記念行事として「日中実践倫理学討論会 2010」
を開催し、「持続可能性が求められる時代の
『企業倫理』」をテーマに発表と討論を重ね、
相互の交流も深めました。
　教育部門では富士教育センターの恵まれた自

然環境と施設を活かし、生活倫理・企業倫理・
青少年教育の各セミナーを実施しました。ま
た、さらなる教育環境の整備を目的とした第３
次グランドデザイン工事が完了しました。
　出版部門では、『今日もきっといいことがあ
る』『じっと見つめる』のほか、倫理文化研究
叢書として『戦士の道と純粋倫理』『母性とた
ましい』を発刊。また『万人幸福の栞』『幸せ
になる法則』を中国語訳で再編纂した『幸福之
路』を中国で初めて店頭販売しました。さらに
創立 65周年記念事業として『メロディーで伝え
る日本の愛唱歌（CD）』を制作して好評を博し
ました。
　広報活動では「第 14 回地球倫理推進賞」の
国際活動部門を選出して贈呈式を挙行。「まな
びピア高知 2010」に参加し、「第 29 回地球倫
理フォーラム（高知新聞紙上）」などの協賛事
業を実施しました。また倫理普及のバックアッ
プに役立つホームページの刷新を進めました。
　国際活動では沙漠緑化事業に３隊を派遣し、
植林総数は約 313,000 本に達しました。48 次
隊では「日中青年討論会」を併せて挙行し、日
中青年の絆を深めました。また、アジア諸国
の留学生 14 名、中国内蒙古大学学生 79 名に
「丸山奨学金」を支給。期待されるブラジルの
ほか、アメリカ・台湾などでの倫理普及にも力
を入れました。
　そのほか、東日本大震災教育支援基金（通称
“りんりん基金”）を開設して運用の準備を進め
ました。

　本年次報告を通し、倫理運動に対する一層
のご理解・ご支援を念じてやみません。
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倫理研究所「創立 65周年記念式典」

　平成 22 年９月３日、「倫理研究所創立 65周年記念式典」がホテルオークラ東京で開催さ
れ、212 名が参加しました。
　式典では、創立 50 周年以降の活動経過報告として、「まなびピア」への参画など、ここ15
年間の対外的活動を映像とナレーションで紹介。続いて丸山敏秋理事長が式辞を述べ、創立
の原点を振り返りつつ、「自分たちの国、郷土、自然を愛し、家族を愛して、日本のために貢
献していきたい」と訴えました。
　来賓祝辞では、文部科学省の板東久美子生涯学習政策局長が、終戦直後に熱き志とともに
設立された倫理研究所の創立に触れ、川端達夫文部科学大臣（当時）の祝辞を代読。参加者
それぞれ歴史の重みを胸に刻み、閉幕しました。

平成 23年度
活動トピックス
　倫理研究所は文部科学省生涯学習政策局所管の社会教育団体として、さまざまな生涯学習活動を展開し
ました。「全国生涯学習フォーラム高知大会（まなびピア高知 2010）」に参加したほか、文部科学省の後援を
受けて、「第６回しきなみ子供短歌コンクール」「第 14回地球倫理推進賞贈呈式」「第 30回地球倫理フォーラ
ム」を開催。また、3月 11日に発生した東日本大震災への復興支援活動も行ないました。

板東久美子 生涯学習政策局長
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創立 65周年記念
「日中実践倫理学討論会 2010」開催

　倫理研究所創立 65周年の記念事業の一環として、「日中実践
倫理学討論会 2010」を平成 22 年 10月23日～ 25日まで開催。
中国側からは謝地坤・中国社会科学院哲学研究所所長をはじ
め、11名が参加しました。
　期間中、日本側・中国側から４名ずつ計８名が発表。最終日
には総合討論が行なわれ、企業倫理のあり方、地球環境への責
任など、企業が直面するさまざまな問題をめぐって、活発な議論
が展開されました。（関連記事 p.19、22）

テーマ「持続可能性が求められる時代の『企業倫理』」
Session 1 孫　春晨「わが国の企業『誠信』の確立における障害と活路」
Session 2 三浦貴史「純粋倫理に基づいた経営理念についての考察」
Session 3 田中裕人「感動の一品入魂」
Session 4 　順康「社員の品性が企業の業務の品格を決定する」
Session 5 甘　紹平「人権と企業」
Session 6 阿部博人「企業の倫理と社会責任」
Session 7 陳　進華「地球的規模から見た環境責任」
Session 8 佐藤貢悦「渋沢栄一の道徳経済合一主義」
総合討論

謝地坤 中国社会科学院哲学研究所所長
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第 30回地球倫理フォーラム
（後援：文部科学省）

　平成 23 年４月29日、第 30 回地球倫理フォーラムが
「これからの日本の教育」をテーマに大分市で開催され、
1,057名が参加しました。
　「これからの日本の教育を支える家庭教育」と題し、
文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課長の髙
口努氏は、子供たちの「生きる力」の育成に向けた、学
校・家庭・地域の連携の必要性を説きました。続いて丸
山敏秋理事長が「家庭の絆をはぐくむ教育」と題し、講
演を行ないました。

国際倫理教育支援

　平成 13 年度よりスタートした「丸山奨学金制度」。
日本との交流の懸け橋となる人材育成を目的に、日本
に留学しているアジア諸国の大学生、大学院生に奨学
金を支給し、勉学を援助しています。
　平成 23 年度は内蒙古大学の大学生 79 名に「丸山
奨学金」を支給（10月14日贈呈式）。また、中国や
シンガポール、イスラエル、マレーシアなど、アジア７
カ国からの留学生 14 名に、総額 1,566 万円の奨学金
を支給しました。

社会教育功労者表彰

　平成 22 年度の「社会教育功労者表彰式」が 12月14日、文部科学省講堂で
開催され、倫理研究所から戸田徹男参与が表彰されました。
　戸田参与は昭和 40 年倫理研究所に研究員として入所。個人研究として登校拒
否・ひきこもり問題の解決に取り組み、22 年にわたって親の集いを開催してきまし
た。戸田参与は「表彰は私個人というより、倫理研究所の永年にわたる社会教育
活動に対するもので、代表して頂戴しました」と喜びを語りました。
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第 6回しきなみ子供短歌コンクール
（後援：文部科学省）

　平成 23 年２月27日、第６回しきなみ子供短歌コンクール表彰式が
ニッショーホール（東京・虎ノ門）で行なわれました。
　今回は全国の小学生 56,411 名から応募があり、「しきなみ子供短
歌賞」３名及び「特選」30 名には、丸山理事長より表彰状が授与さ
れました。さらに「しきなみ子供短歌賞」３名には、文部科学省生涯
学習政策局社会教育官・服部英二氏から、「文部科学大臣賞」が贈
られました。
　表彰後、「星と森披講学習会」メンバーがしきなみ子供短歌賞３首
を披講。男性は狩衣、女性は内掛け姿で登壇し、美しく優雅な調べ
が会場の隅 ま々で響き渡りました。

【しきなみ子供短歌賞・文部科学大臣賞受賞作品】

低学年の部

あめのひのさんぽでみつけたさといものはーとのはっぱに
びーだまきれい　　　　　　　（仁木円香／徳島・小学１年生）

中学年の部

みんなはね気づかないよねこんな事しずくの歌や朝顔のあくび
（ミルスタイン杏奈／東京・小学４年生）

高学年の部

センサーに感知されたわが存在自動とびらはゆっくり開く
（村松泰我／愛知・小学６年生）
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「まなびピア高知 2010」協賛・出展
（主催：文部科学省・高知県）

　全国生涯学習フォーラム高知大会「まなびピア高知
2010」が、平成 22 年 11月20日～ 22日にかけて開催
されました。
　倫理研究所は、高知ぢばさんセンターでの全国生涯
学習情報発信市に「こども倫理塾ワクワクランド」を出
展。期間中 700 名が来場しました（同センター来場者数
5,300 名）。
　協賛事業として、10月1日～11月19日まで、高知
放送にてラジオ番組「こころ温まるいい話」（月～金・
15 時 20 分～ 25 分）を放送。また、11月20日には高

知新聞に「第 29 回地
球倫理フォーラム」と
して、高知駅や富士高
原研修所などの設計を
手がけた建築家・内藤
廣氏と丸山理事長によ
る対談記事を掲載しま
した。

建築家・内藤　廣氏
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「地球倫理の森」創成

　沙漠化が進む中国・内蒙古自治区恩格
貝にポプラを植林する沙漠緑化事業。倫
理研究所では平成 11年より毎年緑化隊を
派遣し、日中共同で植林活動を行なってい
ます。
　平成 23 年度も４月～８月にかけて３隊
が編成され、111人の参加者により、合計
3,144 本を植林。第１次隊からの植林本数
はのべ 31万 3,023 本となりました。
　第 48 次青年隊（４月28日～５月５日）
は、50 名（うち青年 40 名）の日本隊に、
中国側から 67名の大学生が合流、ともに
植林に汗を流しました。５月２日には初め
ての日中青年討論会を開催し、「地球環境と私の生活」を
テーマに活発な意見や質疑応答が交わされました。
　第 49 次隊（６月５日～11日）、第 50 次隊（７月31日
～８月６日）にはそれぞれ 27名、34 名が参加。「10 年ぶ
りに参加したが、当時より水も緑も多くなっていて驚いた」
「この経験を日本でも活かしたい」などの感想が参加者か
ら聞かれました。（関連記事 p.11）



8

第 14回地球倫理推進賞
（後援：文部科学省・産経新聞社・全国民間ラジ
オ局 37社）

　第 14 回地球倫理推進賞は『産経新聞』、インターネットの
NPO関連ページ、倫理研究所刊行物などを通して公募。全国
から57件（国内活動部門 44件・国際活動部門13 件）の応募
が寄せられました。
　厳正かつ慎重な選考の結果、受賞団体は「NPO法人地球
のステージ」に決定。選考では、代表の桑山紀彦氏が医師と
しての使命感を持ち、長年にわたりパレスチナなどの戦闘地域
で医療活動に従事する取り組みが高く評価されました（国内活
動部門は該当なし）。
　平成 23 年 4月27日、倫理文化センターにて贈呈式を行な
い、表彰状と副賞 100万円を贈呈。ならびに、文部科学省生
涯学習政策局社会教育課課長補佐の平川康弘氏より文部科学
大臣賞が贈られました。記念講演では、桑山氏による語りと
映像、音楽によるステージが披露されました。

桑山紀彦代表　後藤明子事務局長

（写真左）東ティモールでの移動診療

（下）映像と音楽を駆使したステージを披露する桑山氏


